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『研究報告』パックナンバー

第 1号（1985)
大川｜勇：ある深層の物語の読解 ムージ

ルの『特性のない男』研究のための序説
金子孝吉：リノレケの詩『偶像』について
田辺玲子： 関係世界の創出 アネッテ ・

フォン ・ドロステ＝ヒュルスホフの詩人像とそ

の世界
奥田敏広：トーマス ・マンの「モンタ ージュ技

法」について 一 小説形式のパロデ
、

ィー

第 2号（1986) 
松村朋彦：心理学と小説のあいだ ー カ ー

ノレ ・フィリップ ・モ ーリッツ『アントン ・ ライ
ザー』とその周辺

大川｜勇： 千年王国を越えて ー ムージルの
『特性のない男』における（別の状態〉の行
方

加藤丈雄：『公子ホムブルク』について 一 死
の恐怖とその超越を中心に

奥田敏広：リオン ・フォイヒトヴ
、

アンガーの小説
『成功』におけるヒトラー像について － 20 
年代の証言のー っとして

第 3号（1988)
加藤丈雄：ノ＼ツピーエンドと悲劇 － 『公子ホ

ムブ
、

ルク』の多義性について
兵頭俊樹： ヘルダ ーリンの

‘ Wie wenn am 
Feiertage ...’に現れるディオニュソスの形象
をめぐって

竹本まや：トーマス ・マンの『すげかえられた
首』試論

友田和秀：『魔の山』試論 一 主人公ハンス ・

カストルブ
。

の形姿をめぐって

第 4号（1990) 
津田保夫：『ヴァレンシュタイン』試論 ー ネメ

シスの悲劇の観点から
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千田春彦：フライタマンクの『ベシャイデ
、

ンハイ
ト』研究のために 一 三つの《はざま》をて
がかりとして

宮団員治：覚醒へ向けての夢想 － 『ハイン
リッヒ ・フォン ・オフターデ

、

インゲ
、

ン』試論（1)
千固まや：トーマス ・マンの『ファウストゥス博

士』 ー デューラーの機能についての一 考
案

斎藤昌人：ーカフカ像 － 『流刑地にて』をめ
ぐって

第 5号（1991) 
青地伯水： ホーフマンスタ ールの『厄介な男』

における「なおざりにされた生Jと「達成され
た社会性」

谷口栄一：C. F. マイアーの『ユルク ・イェナッ
チュ』について ー その多義性に関する一

考察
津田保夫：後期シラーの悲劇論に関する一考

察 － 悲劇的恐怖の概念を中心に
斎藤昌人：閉ざされる世界

第6号（1993)
片桐智明：ヨーゼフ ・ロートの『ラデッキ 一行進

曲』 「比較」と「繰り返し」のモチーフを
めぐって

千田春彦：デア ・シュトリッカーの『閉じ込めら
れた女房』について 物語の重層構造
の目指すもの

福田覚： 自然模倣説における真理媒介の構
造（1） 一 レッ シング（詩学）に潜在する模

倣説の輪郭
青地伯水： w. ヒルデ スハイマーの『リープ

ローゼ ・レゲ
、

ンデ
、

ン』におけるグ
、

ロテスクなも
のについての一考察



第7号（1994)
飛鳥井雅友： 「しばしばそれは絶望的な対話

なのですj ー パウル ・ ツエラー ンにおける
対話の概念をめぐって

吉田孝夫：時間の渦 R·M ・ リルケ『新詩

集』の数篇から
片桐智明：ヨーゼフ ・ ロートの『右と左』

つの方向

第8号（1995)
演中春：シラーの『マリア ・ ストワアルト』

人の女王のドラマ
中村直子：分離動詞の認定をめぐる諸問題
飛鳥井雅友：神学の拒否と詩学 一 パウル ・

ツエラー ンにおける神義論の問題

第9号（1996)
中村直子：正書法と分離動詞
演中春：シラーの『ヴィルヘルム ・ テル』におけ

るスイスの風景
片 桐 智 明 ： ヨ ー ゼ フ ・ ロ ー ト の 『百日天

下』 ョ ーゼフ ・ ロートのワ ーテルロー

飛鳥井雅友： 「胸は張り裂けj ー ゴ
、

ットフリー

ト ・ ベンの場合

第10号（1997)
演中春：シラー の『遁遥』における風景をめ

ぐって 風景の補償モデ
、

ルとその矛盾
吉田孝夫：ロー ベルト ・ ヴ

、

アルザーにおける寓
話性(1） 一 散文小品『通り(I）』について

片桐智明：物語の行方 ヨーゼフ ・ ロートの
『果てしない逃走』と『カプツイン派教会納骨
堂』をめぐって

第11号（1998) 
吉田孝夫：ロー ベルト ・ ヴァルザーにおける寓

話性（2） 一 放蕩息子をめぐる二つの散文
小品について

片岡宜行：ドイツ語の与格の分類について

園重裕：クリスタ ・ ヴォルフ『クリスタ ・ Tへの追
想』について ー その語りの構造

飛鳥井雅友：ゴ
、

ツトフリート ・ ベンにおける〈持
情的自我〉概念の登場をめぐって

第12号（1999)
片岡宜行：ドイツ語の与格と空間補足語につ

いて
吉田孝夫：ローベルト ・ ヴァルザーの絵画描写

について エクプラシスの観点から
片桐智明：ハイミ ート ・ フォン ・ ドー デラー 四十

歳の小説 － 『最後の官険』、騎士とドラゴ
ンの小説

KUNISHIGE Yutaka （圃重 裕） : Zwischen 
Phantasiewelt und Wirklichkeit - Essay iiber 
Ilse Aichingers

門
Die gr6J3ere Hoffnung“ 

第13号（1999)
KUNIEDA Naotaka （園枝尚隆） : Wilhelm Tell

als asthetisches Pr句ekt
吉田孝夫：ロー ベルト ・ ヴァルザーにおける通

俗小説とメルヘンの再話について 一 対
句法に関する試論

第14号（2000)
贋川智貴：文体論の理論と実践 クライス

トの『ロカルノの女乞食』を例にして
佐々木 茂人：カフカの作品における歌のモ

ティー フ 『歌姫ヨゼフィー ネ、あるいは
ネズミ族』を中心に

園重裕：オー ストリア小説に見る《家族ドラマ》

の変遷 － M.シュトレ ー ルヴィッツ『誘惑。』
(1996) 
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第15号（2001)
伊 藤 白： 『 ブデン ブロー ク 家 の人 々 』 試

論 一 「市民と芸術家」の生み出す四つの
類型から

池田晋也：アルトヮ ール・ シュニッツラーの『白

由への道』 市民的なものと芸術的なも
ののあいだを浮遊する生

川島隆：カフカの息子たち 一 短篇「十一人
の息子」読解

中原香織：ヘルマン・ へッセの『シッダールタ』
について 葛藤の不在がもたらす問題
をめぐって

羽坂知恵： 日常の「ヒーロー」 ー ハインリヒ・

ベルの『道化師の意見』について

第16号（2002)
佐々木茂人：東方ユダヤ人難民とフ

。

ラハのユ
ダヤ人 カフカの伝記研究のために

川 島 隆 ： 「こい つ は途方 もな い偽善者
だ」 ー カフカの中国・ 中国人像

園重裕：ユーゴ
、

スラヴィア内戦をめぐる西欧知
識人の応酬 ー ベ ーター・ ハントケ『冬の
旅』に対する議論を中心に

第17号（2003)

池田晋也：描かれた劇場 ー シュニッツラー

の短篇『侯爵様御臨席』

伊藤白：ゼゼミ ・ ヴァイヒブ
、

ロート － 『ブデン

ブローク家の人々』における女性像とキリス

ト教

川島隆：ユダヤ人と中国人 一 カフカにおけ

る人種と性愛をめぐって

武田良材：クラウ ス・ マンの『メフィスト 』 －

ドイツ反ファシズム運動の失敗の反映として

第18号（2004)
慶川｜智貴：主語の文体論 ー クライストの『決

闘』を中心にして

熊谷哲哉：言葉をめぐる たたかい ー シュ
レーパ ーと雑音の世界
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ASAI Maho （浅井麻帆） : Sehen im Worter

verbindungsraum bei Rainer Maria 

Rilke - Eine Wandlung vom Sehen hin 

zur Rose 
川島隆：『万里の長城』における「男性」と「労

働」の位置 ー カフカのシオニズム理解を
手がかりに

伊藤白：白いドレスのロッテ ー ト ーマス・ マ
ン『ワイマールのロッテ』における女性像

武田良材：道徳的な女たらし ヘルマン・

ケステン文学のモラリスト像
園 重 裕 ： 現代 文 学 は「歴史」 を語 りうる

か？ - Katrin Askan ( I 966～）に見るDOR

文学の現在
書評・ 文献紹介

第19号（2005)
青木 三陽： 手紙を書く騎士 一 『パル ツィ

ヴア ール』における「学識」と「書物」の意味
について

樋口 梨々子：文学創作への萌芽としての音
楽美学 － E.T.A.ホフマンの短編『ドン・

ファン』試論
寺井紘子：ホーフマンスタール文学における

生と絵画
浅井 麻帆：ウィーン分離派館とヨ ーゼフ・ マリ

ア・ オルブ
、

リヒ 一 時代と分離派が求めた合
目的 性

熊谷哲哉：結び目としての神経 シュレー

ノ〈 ーにおける宇宙と身体
池田あいの：手紙論としての手紙 ー カフカ

の恋文をめぐって
伊藤白：ショ ーシャ夫人は美しし、か 一 ト ー

マス・マン『魔の山』における女性像と「東」
池田 晋也： ジ ャ ズ アレンジされるヨ ー ロッ

パ ー ハンス・ ヤノヴィッツの小説『ジャズ』
武田良材：モラリストへの成長 一 ヘルマン・

ケステン文学のモラリスト像その二

書評・ 文献紹介



第20号（2006)
青木 三陽： 歴史 と フ ィ クション の狭間

で ー ヴオルブラムの「原典言及Jをめぐって
樋口 梨々子：E.T.A.ホフマンの『新旧の教会

音楽』 「ロマン主義的なもの」との関連
において

伊藤 白：フロイライン・エンゲ
、

ルハルト トー

マス ・マン『魔の山』における女性像と「同性
愛」

庫川香織：ハリ ー・ ハラ ーの痛む足 ー ヘル
マン・ ヘッセの『荒野のおおかみ』における
身体について

池田 晋也： 文 学的ジャズ表象の諸形
態 － ブノレ ーノ ・ フランクと フェ ーリクス ・

デールマン
武田良材：モラリストの革命性 ヘノレマン ・

ケステン文学のモラリスト像 その三
書評・ 文献紹介

第21号（2007)
寺井紘子：芸術と芸術家 ー ホ ーフマンス

タ ールとリルケの場合
慶川｜香織： 叶えられた理想と失われた身

体 へッセ文学の転換期における「顔J
のモティ ーフについて

永畑紗織：ヨハネス・ ボブロアスキ ーにおける
閣と光 『ねずみのおまつり』を中心に

ヴェレーナ・ ルッチュマン（川島隆訳）：たくまし
い少女たち、繊細な少年たち ヨハン
ナ・シュピーリの児童文学作品について

書評・ 文献紹介

第22号（2008)
土屋京子：プロメテウスの火とE.T.A.ホフマン

の『G町のジェズ
、

イット教会』
藤原美沙：子どもへ向ける視線 一 アイヒェ

ンドルフの2篇の詩より
Y品1AZA阻Asuka （山崎 明日香） : Das 

Verschwinden der Differenzierung in der 
Todesgemeinschaft in Richard Wagners 
Tristαn und Isolde

浅井 麻帆： 「セセッション」から「分離派」
へ 一 日本のWiener Secession受容史に
おける訳語の変遷について

武田良材：アンネマリ ー・シュヴァルツェンバ
ハにおける反ナチス エ ーリカ、クラウ
ス・マン、そして山との関係

永畑 紗織： 異教の神ベル ーンとサルマチ
ア ー ボブロアスキ ーの短編『異教徒たち
の至福』について

菅利恵：ドイツにおける「ドイツ ー トルコ」三
言語教育 複言語主義 とドイツ語教育の
はざまで

BID（伊藤白訳）：『図書館が良い21の理由』
書評・ 文献紹介

第23号（2009)
菅利恵：愛による主体化 ー シラ ーの劇作品

をめぐる言式言命
土屋京子：言語起源論とE.T.A.ホフマンの動

物 一 犬ベルガンサ、猿ミロと猫ムルの言
言吾をめぐって

藤原 美沙： 詩人と「子ども」の関係につい
て アイヒエンドルフの小説『詩人とその
仲間』より

YAMAZAKI Asul也（山崎 明日香） : Die 
Widerspiegelung des zeitgenossischen 

Englandbildes <lurch Tristan in Richard 
Wagners Tristan und Isolde

加賀ラビ： ホ ーフマンスク ールの『アルケス
ティス』について

武田良材：オリエントでの自分探し アン
ネマリ ー・シュヴアノレツェンパハの『幸せの
谷』

永畑 紗織： 境界に立つショ ー ペン ハウ
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アー ボブ
、

ロフスキ ーの短編『窓辺の若
い紳士』について



第24号（2010)
西 尾 宇 広 ： 公／私を めぐ る価値観 の交

錯 ー クライスト『ミヒャエル・コールハース』
土屋京子： 博物学の夢想、と冒漬 E.T.A. 

ホフマンの『ハイマトカーレ』と『蚤の親方』
藤原美沙： 二人の女性と「子ども時代 」の関

係 アイヒエンドルフの短篇『誘拐』より

熊谷哲哉：カ ール ・ デ
、

ユ ・ フ
。
レルの心霊研究に

おける科学と発達
池田あいの：音楽的翻訳の可能性 一 ブロー

ト、ヤナーチェク、カフカ
宇和川雄：イメージ世界の観相学 － 1931年

頃のベンヤミンのイメージ思考について
武田良材： コインの亡命小説の風刺につい

て 一 長編小説『急行三等車』をめぐる議
論を中心に

第25号（2011)
西尾宇広： 友人たちのデモクラシ ー クラ

イスト『ヘノレマンの戦し、』における友情の論

理
田辺真理：E.T.A.ホフマン『ある劇場監督の

奇妙な悩み』について
土屋京子： 「わたし」について語る猫 一 自伝

文学とE.T.A.ホフマンの『牡猫ムルの人生
観』

麻生 陽子： 「鏡像 j の詩学 一 アネッテ・フオ
ン・ドロステ＝ヒュノレスホフの『ユダヤ人のブ

？

ナの木』
宇和川 雄： バラージュ、コメレル、ベンヤミンと

無声映画の時代 「動物の身振り」のな
かで

風岡祐貴： インゲ
、

ボ
、

ルク・バッハマンの『出航』
にみ る「抵抗」の表現について

第26号（2012)
西尾宇広： ロ ベール・ギスカールあるいは不

在の君主 クライストの民衆観と遅延され
た革命

土 屋 京 子 ： 閣に 生きる動 物 の世 界体
験 －E.T.A.ホフマンの『廃屋』における

動物磁気と共通感覚について
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藤原美沙： 「すべての声がとも に春をつく
る」 ー アイヒエンド

、
ルフの『大理石像』にお

ける「子ども時代Jの再現
麻 生 陽 子 ： もうひとつの農村ユ ー トピ

ア ベーター・ローゼッガ ー『最後の人
ヤーコプ

ロ
』lこおける「アメリカ j

加賀ラピ： 20世紀のオペラ・セリア ホーフ

マンスタールの『ナクソス島のアリアドネ』に

ついて
武田良材： 子どもの反抗 ー イルムガルト・コ

インの小説『子どもたちが一 緒に遊んでは
ならなかった女の子』

寺津大奈： マックス・フリッシュ『ビーダーマンと
放火魔たち』 － 「教訓のない教訓 劇Jと経
済格差の問題

山崎明日香： ハイ ナー・ ミュラー『エレ ベー

ターの男』の素材について ー フィリップ －

K・デ
、

イツクのSF小説 か らの影響を探る

第27号（2013)

藤原美沙： 想像力・読書・教育 ー アイヒェン
ドルフの『予感と現在』における「子ども 」に

関する諸問題
土屋京子： 国際学会報告 Konzepte des 

Su町ekts und Konzepte der Subjektivitat: 
1800/1900 29.・ 31.Au 思1st 2013 in Bielefeld 

第28号（2014)
林英哉： ヘノレダリンにおける父と母のイメー

ジ 詩作と心理の 「同 一性としづ謎」

麻生陽子： 女の芸術創造 ー ドロステニヒュ

ルスホフの未完の悲劇『ベルタあるいはア
ルフ

。
ス』における両性具有のモチ ーフにつ

いて
池田晋也： 文明のなかの文学 一 ハインリヒ・

ノ＼ウザーの小説『海を渡る雷鳴』について



第29号（2015)

菅由紀子： レッシング、ヘルダ 一、フリ ードリ

ヒ ・ シ ュ レ ー ゲノレの シ ェ イ ク ス ピ ア批

評 アリストテレス規範とのかかわりを中
心に

益 敏郎： 客観性をめぐるヘルダ ーリンとシ

ラーの近代芸術思想 アドルノの『パラタ

クシス』を導入として

中同 期子： 境界に立つ女ゴ ーレム アヒ

ム ・ フォン ・ アルニム『エジプトのイザベラ』に

みるジエンタ
c

ーについて

森口 大地： 19世紀前半におけるヴァンヒ
。

リス
ムス － E.T. A. ホフマンに見るポリドリの
E王ノ主且日
尽／宅皇子

龍 碧： 表現主義文学とナチス ・ ドイツにお

ける「精神疾患」イメー ジの類似性

第30号（2016)

菅由紀子： ヴィ ー ラントのシェイクスピア翻訳

における「忠実さ」 ー テクストへの介入に
ついての考察

林 英哉： 神と人聞を新たに結ぶ言語 － 18 

世紀ドイツの言語起源論とへルダリン

龍 碧： アルトゥル ・ シュニッツラーの医学的

テクストにおける精神的「健康」／「病」の境
界について ー ロンブロー ゾとクラフトニエ
ピングに対する書評から

橋本紘樹： アドルノにおける知識人像 理

論的観点からの再評価の試み

飯島雄太郎： 死者を語る言葉 一 トーマス ・

ベルンハルト『カルタ遊びある遺稿』におけ

る言語懐疑について

第31号（2017)

森口 大地： ヴァンパイアはなぜ腐ら ないの

か ー ヴァンパイアをめくや

る1730年代ドイツ

語圏の学説

山口 知虞： カフカの関心と『リヒャルトとザーム

エル』における表現の関係性 カイザー

パノラマに関する記述後の関心の変遷

研究ノート

益 敏郎： 非讃歌的な讃歌詩人ヘルダーリン

ハUAυー

を求めて 一 詩と社会をめぐる戦後の議論

と近代以降のピンダロス受容を手がかりに



INHALT 

MORIGUCHI Daichi : 
Gottfried Peter Rauschniks Totenbraut 

- Die Doppelstruktur von >The Fatal Woman< und >The Fatal Man＜・...・ H ・.....・ H ・. (1) 

KAGO Midori : 
Ein Erzahler, der zuhort 
- Stefan Zweigs Rahmenerzahlungen und Freuds Psychoanalyse· …....・ H ・...・ H ・...

(23) 

IIJIMA Yutaro: 
Das Motiv der Beichte in Thomas Bemhards m匂ensteins Nejfe. Eine 
Freundsch ift… 

Vbersetzung 
ADORNO, Theodor W. / GEHLEN, Arnold [HASHIMOTO Hiraki] : 
Offentlichkeit - Was ist das eigentlich? (Rundfunk-Diskussion) · · ··・ H ・

(49) 

(69)
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